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結 核 症 に 於 け る7-Glに 関 す る 研 究

駒 沢 病 院

田 沢 鎌 二 ・紫 芝 輝 之

(昭和27年1月12日 受付)

(本論文の要点は第27回日本結核病学会総会において発表した)

緒 言

免疫抗体が γGlの 誘導体であるとい うことは,殆 ん

ど確定 しているもの と見られるが,Y-Gr産 生母地の意見

は最近迄必ず しも一致 していたとはいえない｡す なわち

Dougherty,Chase&Whiteは 抗体が淋巴球に見出さ

れることを発見して,類 淋巴組織が抗体形成の場所であ

るとした｡ま た他の研究者は,生 体外に取出された淋巴

組織からでも抗体が産生 されることを認め,Dougherty

等 の意見に更に有力な根拠を与えたかに見られた｡而 し

て抗体蛋白が一度に沢山できる為には,細 胞の原形質に

リボ核酸が沢山なけれぽならぬという考えから,淋 巴腺

で淋巴球が一度に大量に破壊 されて,抗 体乃至Y-Glが

どつ と血流中にはい り込むものとして,淋 巴球説は淋巴

球の分解に伴 う抗体の生成と,そ れを支配する副腎皮質

ホルモンとの関係を強調するに至つた｡然 るに一方スウ

ヱーデンの研究者達は原形質の紫外線吸収スペクトルの

研究から,形 質細胞にはグロブリン型の蛋白の量が多い

ことを結論 し,兎 を多価肺炎菌ワクチンや馬の1血清で免

疫 して抗体を作らせると,形質細胞が著しく増加し,更に

血清グロブリン分劃の増加は,抗 体価と平行していると

して,抗 体産生源 としての形質細胞の立場を強調 してい

る｡又 天野氏は外膜形質細胞系(Adventitiaplasma-

zellensystem)を 提唱し,ア レルギー性組織反応の研究

並びに骨髄腫の際に同患者に見られる過グロブリン血症

の組織化学的研究等か ら,グ ロブリンの内抗体となるも

のはTiseliusの γ一Glに 当るものであ り,同 グPブ リ

ン産生が炎症局所の凡べての形質細胞によつて営まれる

とした｡

以上の如き抗体産生母地 としての淋巴球 と形質細胞説 ψ

の論争も,有 馬氏に よ りyGlの 産生母地は形質細胞

で,淋 巴球が副腎皮質ホルモンの刺戟により崩壊されて

血中に多童の低分子DNAを 放出,こ のDNAの 刺戟

を蒙つて形質細胞が増殖するという新事実が発見される

に及び,初 めて免疫抗体 と γ一Gl,淋巴球,形 質細胞の関

係が明らかにされたといつても過言ではない｡然 らば臨

床面においてわれわれが掴み得るこれ等の関係は如何に

なつているであろうか｡

余等はY・-G1と ツ反応,赤 沈値更に淋巴球との関係を

臨躰所見と関連 して検索して見た｡

検 索 方 法

(イ)ッ 反応は生物理化学研究所製2000倍 稀釈旧ツベ

ルクリン液を左前臓屈側中央の皮内にO.1cc注 入 し,48

時間後に判定,発 赤｡硬 結はその長短径を求め,そ の算

術平均値を以つて測定値 とした｡

(ロ)血 湾蛋白分劃:斎 藤｡吉 川氏法により測定 したσ

㊨ 赤沈値:ウ ェスターグレPtン法にて1時 間値を灘

定 した｡

⇔ 血液像

観 察 方 法

われ等の検索は例数少なく且つ同一患者で経過を迫つ

て観察したものでないから判断の過誤を避 くるため次の

如 く種々なる方法によつて比較検討 した｡

(1)諸 所 見の相互関係を比較するため第1に は症例分

類法として(A)全 例 を赤沈値のみによつて4群 に分けて

観察 した｡(B)諸 所見を綜合 したる病状の軽重によつて

4群 に分けた｡第2に は諸所見の内Y-GI量 を基本標準

として,ツ 反応 ・淋巴球及び赤沈値との関係を見,次 に

はまたそれ等4所 見の内,ツ 反応或いは赤沈値を標準と

して他所見との関係を見た｡

② 成績の比較は各群の平均値による外,そ れぞれの

段階に属する例数を比較する方法をとつた｡

㈹ 結論に就いては少数例ながら大体一致 していて,

多数例の場合にも及ぼし得んと判断せられる事項だけを

捉えた｡又 上記の所見の他はただ表に掲ぐるに止めた｡

ツ反応に就いては発赤だけによつた｡

検 査 成 績

(t》 健康人=成 人男子7,成 年女子3,計10名 に就

いて行つた成績はツ反応の陰性3例,発 赤は7例8・O～v

42.5mm平 均18.3±4.02mm,Y-G10.58～2.089ノ 〃 平・

均1.26±O.159ノdl,淋 巴球24～42%平 均33・0±1・79

%で ある｡

(ロ)症 例:肺 結核30例,骨 関節結核9例,頸 部淋巴腺

結核1例,皮 膚結核1例 計41例 で,い ずれも駒沢病院ス

院患者である｡

A分 類に就いでは

1群 赤沈値1～8mmの もの13例(表2)=ツ 反

応発赤は12.5～56.5mm平 均24・9±3・14mm,YGl

は1.12～2.459/dl平 均1.77±O.1091dl,淋 巴球は

17.Otv45・5%平 均30.2士2.20%で あ る｡

五群赤沈値U～29mmの もの8例(表3):ツ 反応

陰性1例,発 赤は11・0～65.Omm平 均26.9士7.06

mmlYGI1・08・v2｡889/dl平 均2.04±O｡229/dl♪

一 一12-一
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表1対 照 群(健 康群)

∴症 例劉 圃 ツ反応隠 白1ζ膨 ζロ諺 制 御引 認 陣 球1奮血蒙睡
ず

i
毛 1st
24♂ 健康 0 8.269/〃 5.33g/47 2.93gゾ 〃 1.109/41 1.81 7500 31% 61% 1.97～8

一 僻 〃 〃4 0 7.00 3.77 3.23 0.58 1.06 ㎜ 24 59 2.46

一 28♂ 〃 〃1 0 7.52 4.20 3.32 L48 1.26 6800 39 55 141

0
7.06 4.85 2.22 1.09 2.19 6200 38 56 1.47一 25♂ 〃 〃1

11

10
0.70 3.76 5400一 32♂ 〃 〃3 7.84 6.19 1.64 36 55 1.53

15.5

0一 24♀ 〃 〃7 8.25 4.82 3.41 0.90 1.42 9200 42 50 1.19
22.5

17.5一 2ユ♀ 〃 〃4 9.07 5.23 3.84 1.72 1.36 6400 26 71 2.7342.5

一 23♂ 〃10
0

7.50 5.15 2.35 1.37 2.19 7500 30 68 2.67〃
8

一 22♂ 〃 〃6
0

12.5
7.20 4.65 2.55 1.61 1.82 82∞ 32 64 2.00

一 0
3.{虹25♂ 〃 〃8 6.81 2.48 2.08 1.33 5500 29 66 2.27.

15

平 均
13。8± β.符

18.3±4.02
摩

7.65±o.21 4.8G±0。23

拶

2.85±0.18 L28±0.15 L82±o.24 7100±385 33±1.79 80。5±1.磁
L97:上

0.ユ8

表21群

睡 雌 矧{病 継 沈レ 反応離 日にル貯;防 呈A/δ腺 塾 巴糟 糠M
1忽 ♀1st～50

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

ユ1

12

13

一
一

■
騨

32♂

20♀

25♂

25♂

31♂

33♂

34舎

34♂

24♀

221♂

19♂

16♂

肺 結 核

回 復 期
〃 ク

手術適応 ・
グ

回 復 期
　

回 復 期
〃

回 復 期
　

回 復 期
〃

〃
手術適応
グ

回 復 期
〃
〃手術適応

〃
〃手術適応

〃

手術適応
グ

手術適応
右 肩 関

節 結 核

1

〃8

〃3

〃4

〃3

8

〃5

6

8

〃1

〃2

〃s

12.5
0

25。0

0

22.5

0

15。0

15.0

22.0

16.5

28。5

25.0

27.5
14.0

36。0

22.5

58.5

0

20。0

12.5

25.0

0

22.5

0

12。5

17。5±2.ユ7

4.9±3。14

g/dl

7.47

7.66

6.97

7.91

,7。66

7。22

7.26

7.17

7.17

7。45

8.19

7。84

7.45

7。49

±0.09

9/dl

4.19

3。85

4.07

4。10

4。44

4.20

4.03

4.73

3.66

3.32

4.93

3.94

5.00

4.19

±0.23

8/41

3.28'

3。80

2.91

3.81

3。22

3.02

3.23

2.44

3.46

4.13

3.26

3。90

2.45

3.22

±0.15

8/dl

1.12

1.14

1.79、

1.61

1.61

1.39

2.41

1.82

2。45

2.09

1.81

2.09

1。67

1.77

±0.10

1.2734002。10

1.01

1.40

1。09

1.38

1.40

1。24

1.94

1.05

0.80

1.51

1.01

2。03

1.32

±0.10

8200

㎜

5600

7400

5600

4800

6400

6800

7800

5400

8300

9000

6546

±435

%

29.5

30.0

32。0

35.0

31。0

35.0

20.5

17.0

45.5

31。0

19.0

34。0

33。0

30.2

±2。20

%
62.0

63.0

64.0

60.0

63.0

6磐.0

74.0

79.0

51.5

60。0

76.0

61.0

61.0

64.3

±:1.86

2。10

2.00

1,71

2.02

1.78

3.60

4.64

1.13

1。94

4。00

1.r9

1。85

2。36

±0.34

淋 巴 球 は13。0～33・5%平 均25・7±2.5/で あ る。

画群 赤 沈 値34～48刎 栩 のも の8例(表4):発 赤 は
'22
.5～46.0甥 勉 平 均30.7±2.76〃 辮,γ 一G1は1.81～

3.p4g/dl平 均2.27±0.189/〃,淋 巴 球 は19・0～

50。5%平 均28・6±3・52%で あ る◎

W群 赤 沈 値60～131〃2〃2の も の ユ2例(表5):発 赤

ユ0.0～68.0魏 魏 平 均25。0±4.05魏 魏,Y-G10.80～

3。409/47平1均2.25土0.428:/〃,淋 巴球11～27%平

均19・4±1・77%で あ る 。

B分 類 に就 いて

上 記 患 者 中 の 肺結 核 患者30例 に就 き病 状 明確 にて 体

力 も相当良好なる胸廓成形術適応群と,レ 線的及び臨駄

的に見て手術に適せざる非適応群(す なわち病状前者よ

り進みたるもの)と 重症末期群並びに胸廓成形術後経過

良好にして回復に向える比較的回復期群 との4群 に分類

し,こ れ等に就き病態生理学的に観察するに(表6):

胸廓 成形術適応群においてはツ反応 発 赤20.0～

58.5初物 平均27・9±3・54鯛栩,Y-G11。14～2。889/dl

平均2.12±0。13g/dl,淋 巴球19・0～45・5%,平 均

28.7±2.76%で ある◎

胸廓成形術非適応群においてはツ反応発赤14・5～

37.0魏魏 平均24.5±3.46甥 栩,Y-G12.41～3.048/〃

一13一 一一
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群盗3表

N/L

6。30

1.97

2.80・

1.82

2.23

3.09・

2.80・

2.96

3.00士

0.47

多 核
白血球

%
82.0

64.0

70。0

61.0

67。0

72。0

70.0

71.0

淋巴球血
漿朦A/G

%

13。0

32。5

25。0

33。5

30.0

23.0

25。0

24.0

{69 。6±:
1

〕2.14

;25.7士

{2.5

11200

㎜

㎝

㎜

㎜

㎜

禰

欄
:6612±

542

0.67

0.94

1.32

0。80

1。19

0.59

0.87

0.91

Y'グ ロ

ブ リ ン

8/〃
1。08

ア ル ブ;グ ロ ブ1

ミ ン1リ ン

!0。91±

0.25

11.45

1。33

2.08

2.25

2.87

2。88

2.42

2。04±

0。22

ノ4

8

/

7
`

・
8

・
2

4.02

3.24

4.U

3。55

4.67

4.49

4.33

3.90±

0.21

9/〃

1.87

3.82

4。27

3.32

4.25

2.82

3。941 …

3.941

3.53土

,Q.22

総:蛋 白

「8ゾ 〃

…4.65

購ツ赤沈老病1年令性{名氏

　

7。84

7.51

7.43

7。80

7.51

8。43

8。27

0

0

17.43±

0.36

翻1st^沁

飾編4ゆ嗣蝋

11.0

0

ユ4.5

16.0

21。0

17.5

65.0
27.5

37.0
0

25。0

0

14.5

20.3=ヒ2.72

26.9土7.04

21

13

13

16

%

11

11

〃

結肺
末

窮 》腰 椎
カ リエ ス

械
期

結
復
肺
回

が
手 術 適 応

〃

手術非適
　

手 術 適 応

手㎡翻

//

〃

♀

♀

♂

♂

♂

♂

♂

36

謎

鈎

28

5

30

25

■
■
■
■
■
■
■
■
均平

20

鮮血4

NIL淋巴糟 糠画
数

AIG壕ロ

ン

グ

リ惨

2.80

4。05
毒

2。71

1.78

0,83

3.83

3.04

2.23

2.66圭 ・

0.37

%

70。0

77.0

69。0

61.5

42。0

76。5

73.0

67.0

67.0土

3.75

%

25.0

19.0

25.5

34.5

50.5

20.0

24。0

30.0

28。6±;

3.52

6200

8300

8200

5000

7000

5500

6800

7800

6850±

375

0.65

0.92

0.96

0.68

0.58

1.45

0.73

1.50

9/〃

2.24

1.87

」

1。85

2.28

2.95

2・33

3。041
1

1.81

!0.93±

0。11

グ ロ ブ

リ ン

9/dl
4.36

アル ブ

ミ ン雇 白

表

.
応反ツ沈赤名年矧 病倒症

12.27±

0.18

3.65

3.90

4.81

4。73

3。35

5.36

3.12

。16±

0.21

9/〃

2。82

3.36

3.76

3.24

2。74

4.86

3。94

4.71

3。59±

0.19

9/〃

7.18

7.01

7.66

8.05

7.47

8.21

9.30

7.83

15.0

24。0

15.0

35.0

4.0

25.0

20.0

22.5

14。5

36。0

13.5

33.5
16.0

32.5

11.5

27.5

13.7士1。913.7士1.9s7.84士

30,7±2.7⑤0.21

1st～

34

48

38

48

訪

48

48

38

舎瞬 核
f
♀!頚 腺 結 核

`第 皿 腰 椎i

』カ ジ エ ス

第}腰椎
カリエ ス

肺 結 核

!〃
1手 術 適 応
i
}11
…
手 術 非 適

♀

♀

♀

♂

♂

♂

♀

鍵

10

舘

30

7

詔

33

4

霧

■
■
■
■
■
■
■
■
均平

認

忽

%

%

卯

29

群5表

墨陣蠣礫M
白
球

AIG
Y一 グ ロ

ブ リ ン

8/〃
0.83

0.85
…6000 %

25.0
%
71.0

2.84

1.13 1.35 7400 17.5 79.0 4.05

2.41 0.67 8600 20.0 75.0 3.75

3.21 0.88 7400 18.0 78.0 4.33

3.14 0.49 7500 22.0 75.0 3.41

2.12 1.68 6200 17.0 79.5 4.68

0.80 1.35 ㎜ 11.0 86.0 7.81

3.40 0.58 9200 14.0 82.0 5.86

2.68 0.57 6500 20.0 76.0 3.80・

1.93 1.39 8300 22.0 75.0 3・41

ユ.92 1.03 6700 19.0 7..5 4.08

2.87 0.57 8400 27.0 70.0 2.59

2.25士0。95± 7133±: 119・4士: 77。6ま: 5.05士

0,420.11 34gil.77 1.72 0.54

グ ロブ

リ ン

g/dl
3.07

31

65

15

20

36

01

58

74

38

69

23

名

4

4

臥

㌫

騒

3

4

㌫

㌫

3

ア ル ブ

ミ ン1

8/dl

2.98

総蛋白反 応ツ刺赤名病年令性i
}

例症

49

15

66

52

65

15

28

71

71

83

00

2
。

3
。

a

2。

5。

㌫

㌫

名

塩

㌫

㌫

E'3.64±4.11±

10.76:0.26

9/dl
6.05

5.30

7.80

7.81 1

7.73!
2

9,011

6.08

8.86

7.45

8.09

7。52

8.23

1
.49±

0,22

0

19.0

0

14。0

14.5

0

0

む

サ

6

6

0

5

ロ

リ

4

3

1
1

一7

2

52.5

0

17.5
0

10.0

12.5

　
る遡
33.5

0

22.0

14。0

20.0'
13.5

23。0

16.9±2.02

25.0±4,05

1st～

131

66

69

77

90

騒

⑳

η

12

60

61

05

1

1

檀
期

期

結肺
末

末

1〃
手 術 非 適

第 理 胸 椎
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表6

醐 霧馴

回 復1,3,蜻,期

群6,8,ユ6,
　

艶譲 婁11:
手 術 多昭籠192128,

適 応群13お ア転

赤 沈

繍

5.71±L32

110｡9士4｡15

鎧
55｡o±17｡9

74｡o±17｡7

ツ反応 日綴 白

〃¢〃霊

15辱8土0.47

21鼻5± 書"11

1ア｡9±2●6

dC7藤9±3.54

16櫛8士2｡83

24.5±3.46

0

10.7±2｡08

9/〃

7.42±0｡13

7｡76±o｡15

8β3士0.28

5,52±0編43

ア ル ブ

ミ ン 4,ロ訓 ㌻制A/G睡 畷 淋巴球1謡 睡

9/〃

4ゆ29土0●08

3.98±0.18

3聯36±0｡13

2｡62±0●43

9/〃

3」3土0.21

3.75±0.15

4・97±o｡20

3｡04±o｡u

9/〃

1畢52土0.26

2.12±O.B

2鱒84± ⑪.17

0｡9G±0.06

L40±o』9

1.02土0｡10

G.68±0.σ6

0｡83±0｡07

5714±194

6000±261

r500± 盗95

7500±u40

%

29｡2±L認

28.7±2.76

22｡0±L勢

16｡8±3.e6

%

65.7±2019

65.9±2｡22

74｡0±1.56

79繍5±2の8

2.粥 ±o.3釜

2｡56土 で}.ヨ5

3.55±c｡40

5｡25士0096

総07070
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「9δgo～o

704040・

～05030

篤

壕

表

4Ao● 〉

"ム
ム 今

'←.
●

7

～02020

10101◎

霜糖%勲 疏

ツ
反
応

淋
巴
球

憲

沈

●

●

涛

激
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わ

織
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○
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箕 ●
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:鷺 ・

躍

、1

淵
㌔

●
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●
麟

8

敦

・
必

A

K

《

躍

ス

△

ム 　

8Kゐ

o

4

08LO昭214乱6L82 .02.22.4

勲 ひ 一.ツ 反 応 ム._海 紀 旅

'一{㌶

262.830323.4

x・一一 ・赤、,t

平 均2.M±O.178ノ 〃,淋 巴球14・0～27・0%平 均22・0

±1.83%で あ る｡

比 較 的 回 復 期 群 にお い て は ツ反 応 発 赤13,5～36.O

min平 均21.5±3.11mm,Y-Gl1・12～1・829ノdl平 均

1.52±0.269/dl,淋 巴球17・0～35・0%平 均29・2土

1｡38%で あ る｡

重 症 末 期 群 に お い て は ツ反 応 発 赤 を有 す る もの4例

中3例 に して,9.0～14.Omm平 均11、,O±2.08mm,y-Gl

O.eo・v1.139ノ 〃 平 均0・96±O・069/"・ 淋 巴 球11・0～

25｡0%平 均16・6±3・06%で あ る｡す な わ ち重 症 末 期

15

においては硬結｡発 赤ともに認めら

れず陰性アネルギーと思われるもの

1例,こ の外は全例謹かに発赤を認

めるのみでY-G1,淋 巴球 もまた減少

している◎

上記成績の綜括と考察

前述の如く肺結核30例,外 科的結

核11例 を赤沈値により4群 に分類し

各群の平均値に就いて見るにY-G1は

1群(赤 沈1時 間値1～8mm)よ り五

群(同11～29nim)は 増加し,皿 群

(同34～48mm)は 更 に相当｡に増 加,

IV群(同60～131mm)は 皿群より更に

増加 している｡

淋巴球は1群 より皿,租群は滅少 し,

W群 は更に減少している｡ま た病状の

軽重によつて分類したる比較ではY-G1

は適応群より非適応群は増加し,比 較

的回復期群は減少 している｡重 症末期

群においては更に著明に減 少 して い

る｡淋 巴球は適応群 より非適応群は減

少 し比較的回復期群においては増加し

ている｡然 し重症末期群においては著

減している｡

以上は赤洗値を基本として(A分 類)

又は赤沈値の外その他の病状をも綜合

して(B分 類)み たる病症の軽重とYG1

量その他 との平行関係を示す大勢であ

るが,次 にYGI量 等個々の所見を基本として爾他の諸

所見 との相互関係を見よう｡

(a}Y-G1を 基本としての観察

Y-Glを 基本としてこれとツ反応,淋 巴球及び赤沈値

との関係を見るため全例を表7の 如 くに纏 め て 見 た｡

この図表 において試みにツ反応25mm,淋 巴球25%,赤

沈値40mmに 当る所で横線を引き,全 例をそれの上下

に分劃 し,更 にY-GI量 によつて三区分に分けて観察す

ると例えば次の如 くになる｡

A)Y-G1量L809ノd1以 下 にては
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ツ反応 淋巴球 赤沈

ω 横線 より高い数字を示す例数183

㈲ 〃 低い 〃11310

㈹ 線 の所に当る例数12

註 ω(切④共大俸同様にして見たる健康者の数字

に近い

B)Y-G1量1.819/〃 ～2."9/〃

ヅ反応 淋巴球 赤沈

㈲ 横線より高い数字を示す例数687

㈲ 〃 低 い 〃

の 線 の所 に当 る例 数

C)Y-G1量2｡45～3.40g/dl

101011

20

ツ反応 淋巴球 赤沈

ω 横線 より高い数字を示す例数746

(p)〃 低 ㎏、 〃264

㊨ 線 の所 に当る例数10

上表によつてY-Gl量 大 となるに従い,淋 巴球は減少

し,ツ 反応 と赤沈値は並行的に増大する傾向を認めるご

とができる｡こ の検討に当つて肺結核 と肺外結核の差 ・

年令別｡性 別の関係も一応考慮 したが未だ指摘 し得る点

を見出し得ない｡

以上は大体の趨勢を例数によつて示 したも ので あ る

が,な お詳言すると γ一Gl量 大となるに従い蕾に例数の

みでなく各例における数字の差も明らかに増大 し,ツ 反

応及び赤沈値は著 しく大,淋 巴球は明らかに小 となつて

上下に遠 く離れる如き例も多 くなる｡そ の趨勢を明示す

る著明な例の二,三 を挙げると

Y一G1(9/dl)赤 沈(mm)ツ 反応(mm)淋 巴球(%)

3.1490

3.2177

2.68112

対 照 と して 健 康 者 平 均 は

1.265｡2

{b}

52.5

74.0

33.5

18｡3

22.0

18.0

20｡0

33.0

ツ反応を基本としての観察

ツ反応は他の原因で起る飼人差が大きいので同一患者

に就いて経過を追つて観察 したるのでなき今回の検査成

績から多 くを論ずることはできないが,し かしそれでも

大勢 としてはツ反応の増大するに従いY-G1量 は大 とな

り時に著明に大となるものもあり,そ れに比 して淋巴球

は減少する者が多い｡詳 説すればツ反応陰性 者 ま た は

10mm台 の者では淋巴球%は 大体一般に高 く,Y-G1量

は低い者が多いが,ツ 反応の増大するに従い γGl量 は

増加し淋巴球は比較的減少 して来る｡但 し重症末期に至

り陰性アネルギーの傾向を有するに至ればツ反応の減弱

或いは陰性化と共にY-G1,淋 巴球共に減少を示して く

るo

以上の大勢に合致 しない異型のツ反応も間々現れるが

Y-G1量 及び淋巴球%と 対照比較すると究明に一歩 を進

め得る如き観がある｡今 回の検査にても赤沈6〃 捌 にツ

反応58.5mmの 大 があつて γGl量 も2.459/dlで 大 き

いが,同 時に淋巴球も45.5%の 大 を示す ことが他のP・

般と異なる,何 等か別の関係に因るものであろうか｡こ

れは重症末期の患者でYGI及 び淋巴球共に減少す る場

合と対躁的である点が注目される｡

ツ反応を基本横線 としてY-GI,淋 巴球 及び赤沈値を

示す図表は大体 γ一G1を 基本横線とする図表と相似てい

るので省略する｡

(c}赤 沈 値を基本横線として,(aXb}と 同様にツ反応,

Y・-G1量及び淋巴球%を 示す図表も,前 者に相似ており

且つ,表2一 表5の 変形であるので省略する｡

爾 他 の 諸 所 見

γ一G1,ツ 反,赤 沈値及び淋巴球以外の所見は表(1-6

表)に 掲げるに止め検討を省略 した｡

健 康 者

われわれの検 した健康者の例ではY-GI量 は結核患者

より少なく,ま たツ反応も弱い｡淋 巴球%は 却つて大で

ある｡

結 語

1)結 核患者においては大体においてY-G1量 は赤沈

値及びツ反応 と平行的に増大 し,淋 巴球の%はy-G1量

増大と逆行的に減少する｡故 にY-G1星 高 き者にては健

康者の表 とは一 目瞭然たる差異がある｡病 状軽快 して赤

沈減少した者にてはY-G1及 びツ反応は小 となり淋巴球

%は 大となる｡-

2)重 症末期の患者にてツ反応陰性アネルギーの傾向

を有するに至ればY｡G1量 及 び淋巴球%と もに減少する｡

3)ツ 反応は種 々の影響によつて動揺するがその際に

も赤沈値の外,Y-G1量 及 び淋巴球%と 対照比較すると

その意義の究明に一歩を進め得るものと思われる｡故 に

多数例の検査成績によつて第7表(並 びに赤沈値及びツ

反応を基本横線 とした上記(b)(c)図表)の 如き図表の精薙

なるものを整え置けばツ反応究明の参考とな るで あ ろ

う｡

附 ぎ 上記の所見よりすれぽ結核の免疫は結核病臨

床症状の軽快増悪 と相伴つて推移消長をつづけているも

のにて,こ れはすなわち病巣状態が治癒又は増悪に向う

と平行的に動 くものと推論することができる｡そ の結末

が肺結核の解剖肺における治癒像 と増悪像との入 りまじ

つている状態であるとすれば,結 核菌の侵襲に対 し長期

間拮抗を続けた結核免疫の跡形がそこに現われているも

のと見られ,上 記の大体の数字的消長が一つの裏付けと

なるものと見られ得 るであろう｡

(掘筆するに当り御懇篤なる御助言,御 指導を賜わつた

伊丹康人博士に深甚の謝意を表するo叉,東 京慈恵会医

、科大学青砥病院より検査物の繭部を受けたることに深甚

なる感謝の意を表す)
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